
疫学講座
講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容

研修医、臨床医入学時の研究分野 講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　疫学は、全ての臨床・予防医学における基礎的な学問で
す。疫学的な証明がないと疾病と要因の因果関係、検査や
治療の妥当性は推定できません。臨床に携わる上で、セミ
ナー、授業等で疫学の知識を蓄えるようにしてください。

スタッフ紹介スタッフ紹介

教授  大平　哲也

　当講座では「県民健康調査」の実施・解析の支援を行うとともに、生活習慣病やストレス関連疾患等に関
する様々な疫学研究を他大学とともに共同研究を行っています。また、疫学調査を実施する上で、環境因子
の影響の把握及び精度が高く効率的な調査方法を開発し実施しています。当講座においては、単に調査結果
を分析するのではなく、地域や関連機関との連携のもとに、調査結果を十分に地域に還元し、地域住民の健
康管理に役立てることを使命と考えています。  

福島県立磐城高等学校卒業
平成 2 年 福島県立医科大学医学部卒業
平成11年 筑波大学大学院博士課程医学研

究科修了
臨床専門分野  
 1 ）内科学
 2 ）心療内科学
 3 ）循環器予防学
研究分野  
 1 ）循環器疾患をはじめとする生活習慣病

の疫学・予防医学
 2 ）心理的ストレスと疾病との関連につい

ての疫学研究
趣味：ダイエット、ジョギング

・記述疫学の方法論
・循環器系疾患のリスクファクターに関する臨床研究
・生活習慣病、精神疾患に関連する社会心理的因子の研究
・生活習慣病の予防・コントロールに関する介入研究

・50年以上続く地域住民における生活習慣病の前向き研
究・介入研究
・災害後の身体・精神的疾患に及ぼす社会心理的因子につ
いての研究
・健康指標の開発（罹患・死亡の経時的な変化を捉える疫
学研究）
・健康課題の描出方法の開発（地域の健康課題を明示する
疫学研究）
・地域・職域・臨床の場における生活習慣病・認知症等の
前向き研究・介入研究

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　染色体およびＢリンパ球に興味のある方、または広島カ
ープファン（アンチ巨人）の方はお気軽にお立ち寄りくだ
さい。講座は災害医学・医療産業棟の8階にあり眺めは最
高です。

スタッフ紹介スタッフ紹介

教授  坂井　　晃

　当講座は、福島原発事故後の福島県民の低線量被ばくによる人体への影響の調査研究を目的に2011年11
月に新設され、低線量域における被ばく線量モニターの開発のため染色体解析による生物学的線量評価方法
の確立と精度の向上を図っています。
　さらに免疫グロブリン重鎖遺伝子のある14番染色体と他の染色体の相互転座が悪性リンパ腫や多発性骨髄
腫の発症の原因の1つと考えられていますが、Ｂリンパ球の腫瘍化の機序の解明に向け、染色体転座の原因と
それが生じる細胞の特性について研究しています。

修道高等学校（広島県）卒業
昭和61年 愛媛大学医学部医学科卒業
平成 5 年 広島大学大学院医学系研究科
 内科系修了
臨床専門分野  
 1 ）放射線生命医療学
 2 ）血液腫瘍学
研究分野  
 1 ）放射線生物学
 2 ）血液腫瘍学（特にリンパ系腫瘍）
趣味：マラソン、水泳、登山、旅行

・低線量被ばくによる染色体への影響解析と生物学的線量
評価
・正常Ｂリンパ球由来iPS細胞（BiPSC）を用いた多発性
骨髄腫の腫瘍起源異常Ｂリンパ球の解明

放射線生命科学講座
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